
旭旭
がが
なな
くく
なな
るる

府
立
高
校
再
編
作
業
の
続
く
中
、
母

校
が
統
廃
合
さ
れ
る
可
能
性
は
消
え
た

わ
け
で
は
な
い
。
状
況
変
化
の
激
し
い

現
代
、
少
子
化
に
財
政
再
建
と
い
う
波

に
飲
み
込
ま
れ
た
な
ら
、
中
堅
伝
統
校

と
い
え
ど
も
容
赦
は
無
い
。
数
校
の
先

行
事
例
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

母
校
の
現
状
は
、
選
択
で
き
る
側
の

立
場
で
は
な
い
。
卒
業
し
て
間
の
無
い

同
窓
生
や
そ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
若
い
世
代
の

教
職
員
や
、学
区
内
の
中
学
校
関
係
者
、

受
験
生
を
持
つ
保
護
者
な
ど
の
中
に

は
、
か
つ
て
の
輝
い
て
い
た
旭
の
イ
メ

ー
ジ
は
無
く
、
同
窓
生
で
も
親
と
し
て

旭
へ
進
学
さ
せ
る
こ
と
に
躊
躇
し
た
話

も
聞
く
。
こ
の
現
況
を
、
ど
れ
だ
け
の

方
が
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？

創創
立立
のの
歴歴
史史

振
り
返
る
と
そ
の
歴
史
は
、
旭
・
城

東
・
都
島
の
３
区
市
民
の
「
地
元
に
府

立
高
校
の
設
置
を
」
と
い
う
要
望
と
熱

心
な
陳
情
に
始
ま
る
。昭
和
27
年
４
月
、

府
立
第
48
高
等
学
校
と
し
て
開
校
、
昭

和
28
年
４
月
、
校
名
を
旭
高
等
学
校
と

改
名
し
、
現
在
地
に
新
校
舎
が
建
設
さ

れ
た
。”48
“と
い
う
数
字
が
始
終（
四
十
）

発
展
し
末
広
が
り
（
八
）
の
学
校
創
設

で
、
当
時
の
新
設
校
と
し
て
生
徒
、
教

職
員
、
保
護
者
等
、
多
く
の
関
係
者
の

努
力
に
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
発
展
を
遂

げ
て
い
っ
た
。
特
に
10
期
ま
で
の
草
創

の
諸
先
輩
方
の
作
り
上
げ
た
校
風
は

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
今
や
戦
後
新
設

校
の
老
舗
で
あ
る
。
草
創
の
同
窓
生
は

自
分
た
ち
の
「
自
由
」
を
勝
ち
取
り
な

が
ら
国
公
立
大
進
学
を
中
心
に
、
学
区

内
で
の
評
価
を
高
め
、
旭
を
光
り
輝
か

せ
て
い
っ
た
。

今今
、、
何何
がが
問問
題題
かか

近
年
の
旭
、
一
番
の
問
題
は
茶
髪
で

あ
っ
た
。
中
学
校
側
か
ら
は
、「
し
っ

か
り
指
導
し
て
高
校
に
送
り
出
し
て

も
、旭
に
行
く
と
３
日
で
茶
髪
に
な
る
」

と
言
わ
れ
た
時
期
が
続
い
た
。
つ
ぎ
に

遅
刻
、
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、

年
間
延
べ
１
万
２
千
件
余
り
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
で
、
風
紀
も
乱
れ

て
い
る
と
の
風
評
が
連
動
し
て
広
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
悪
循
環
で
あ
る
。
ま
た

進
学
に
つ
い
て
は
、
大
学
全
入
時
代
の

到
来
か
ら
、
進
学
者
数
は
確
保
で
き
て

も
、
国
公
立
や
有
名
私
立
大
は
激
減
し

て
い
る
。
大
阪
市
立
系
高
校
の
特
色
作

り
や
、
私
学
の
台
頭
に
よ
り
、
中
学
校
、

保
護
者
、
予
備
校
や
塾
か
ら
の
評
価
は

年
々
下
が
っ
て
い
る
。
府
立
高
校
再
編

を
目
前
に
し
て
こ
れ
ら
の
状
況
は
あ
ま

り
に
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
。
再
編
に

よ
っ
て
旭
が
な
く
な
る
と
い
わ
れ
る
ゆ

え
ん
で
あ
る
。

旭旭
窓窓
会会
はは
どど
うう
なな
るる

滋
賀
県
で
は
現
実
に
、
公
立
高
校
の

経
営
を
私
学
が
引
き
継
ぐ
と
い
う
事
例

も
出
て
き
た
。
母
校
が
な
く
な
る
危
機

感
か
ら
、
同
窓
会
活
動
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
命
題
に
、
幹
事
会
、
各

種
会
合
を
重
ね
て
き
た
。「
現
実
に
出

身
中
学
は
も
う
な
い
」「
な
く
な
っ
た

ら
、
そ
れ
は
そ
の
時
」「
同
期
会
で
十

分
」
と
い
う
声
も
あ
る
。
特
に
草
創
の

期
は
、
仕
事
や
子
育
て
が
終
了
し
、
同

期
で
の
新
た
な
交
流
、
楽
し
み
方
を
確

立
し
、
定
着
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し

多
く
は
、
こ
れ
か
ら
旭
を
懐
か
し
む
世

代
で
あ
る
。
一
方
で
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

が
あ
る
。
現
在
、
現
役
の
旭
高
生
と
交

流
を
持
て
て
い
る
の
は
、
ま
だ
一
握
り

で
あ
る
が
、
縦
の
繋
が
り
と
し
て
貴
重

な
存
在
で
あ
る
。
お
世
話
に
な
っ
た
顧

問
の
先
生
の
世
代
ご
と
に
、
Ｏ
Ｂ
会
を

開
催
し
、
親
睦
を
図
っ
て
い
る
の
が
一

番
多
い
パ
タ
ー
ン
。
横
の
繋
が
り
で
あ

る
同
期
会
、
縦
の
繋
が
り
の
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
会
、
そ
れ
を
旭
の
名
の
も
と
に
斜
め

に
繋
ぐ
交
流
会
。
今
年
か
ら
の
新
た
な

試
み
と
な
っ
て
い
る
。
会
員
親
睦
は
重

厚
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
も
う
一

つ
の
柱
の
母
校
支
援
は
、
あ
く
ま
で
も

旭
の
存
続
が
前
提
で
あ
る
。

「「
行行
きき
たた
いい
、、
行行
かか
せせ
たた
いい
旭旭
」」

現
役
の
旭
の
学
校
運
営
は
、
校
長
以

下
、
現
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
お
任
せ
す

る
こ
と
で
あ
り
、
生
徒
の
家
庭
教
育
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ま
の
お
力
で
あ
る
こ
と

は
重
々
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

50
周
年
を
超
え
る
中
堅
伝
統
校
を
母
校

に
持
つ
旭
窓
会
は
「
旭
」
存
続
と
再
生

に
向
け
て
の
努
力
と
助
力
を
惜
し
む
も

の
で
は
な
い
。
結
果
、
風
紀
の
改
善
、

進
学
率
ア
ッ
プ
、
国
際
教
養
科
の
特
色

強
調
、
ク
ラ

ブ
活
動

等
業績ア

ッ
プ

な
ど
、

再
び
母
校
は

光
り
輝
く
こ
と
で
あ
ろ

う
。
現
実
に
、
今
、
茶
髪
の
生
徒
を
見

る
こ
と
は
稀
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

旭旭
窓窓
会会
のの
役役
割割

多
く
の
世
代
に
多
彩
な
人
財
を
抱
え

る
旭
窓
会
で
は
、
人
的
な
貢
献
は
す
ぐ

に
で
も
果
た
し
て
い
け
る
。
い
ま
ま
で

旭
の
歴
史
や
伝
統
を
伝
え
き
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
は
、

現
役
生
に
の
み
な
ら
ず
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教

職
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
で
あ
る
。
地

域
や
中
学
関
係
者
に
対
し
て
も
そ
う
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
生
徒
会
活
動
、

国
際
交
流
、
教
育
環
境
整
備
等
、
積
極

的
に
後
方
支
援
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
で
き

る
の
は
旭
窓
会
の
財
政
を
運
営
賛
助
金

で
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
同
窓
会
会

員
の
皆
さ
ま
の
お
力
で
あ
る
。

多多
くく
のの
声声
をを

同
窓
会
の
役
割
を
超
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
紙
面
を
借
り
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
た
い
。
本

年
の
会
報
を
、
特
に
て
い
談
に
は
、
旭

窓
会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
学
校
長
の
熱

い
思
い
が
こ
も
っ
て
い
る
。
同
期
会
の

活
動
や
懐
か
し
い
恩
師
の
動
向
、
現
在

の
旭
高
生
の
１
年
間
を
見
て
い
た
だ
い

て
、
会
報
に
同
封
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
あ
る
い
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
メ
ー
ル

で
、
会
員
諸
氏
の
忌
憚
の
な
い
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
本
年
の
総
会
、
懇

親
会
で
も
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

来来
年年
はは
母母
校校
でで

府
立
高
校
の
再
編
も
、
来
年
に
は

一
様
の
区
切
り
が
つ
き
、
今
後
の
旭
、

今
後
の
旭
窓
会
の
方
向
性
も
は
っ
き

り
と
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
う
え

で
、
２
０
０
５
年
度
（
平
成
18
年
度
）

の
総
会
は
、
母
校
で
の
開
催
を
予
告
し

て
お
き
ま
す
。
同
期
会
に
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

会
に
、
ぜ
ひ
懐
か
し
い
旭
の
訪
問
を
。
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―府立高校統廃合の中、生き残れるのか―

母校では、今、大きな危機を迎えている。府立高校の統廃合問題に、昨今の母校の悪評による志望者の
減少。時代の流れの中、茶髪にピアス、遅刻に進学率の低下。今号４・５面の「てい談」とともに、こ
の数年の現況を紹介し、あえて同窓生各位に問いかけてみたい。

本
年
文
化
祭
の
お
知
ら
せ

第
45
回
旭
高
文
化
祭
は
、
９
月

10
、
11
（
土
、
日
）
の
両
日
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
安
全
性
確

保
の
た
め
、
チ
ケ
ッ
ト
制
・
Ｉ
Ｄ

カ
ー
ド
導
入
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



男
が
還
暦
を
迎
え
、
女
が
夫
の
退
職

や
孫
の
守
り
が
始
ま
っ
た
六
期
生
が
、

『
同
翔
会
』
と
い
う
歴
史
探
訪
の
会
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
全
国
紙
に
、

《
日
常
を
上
手
に
楽
し
む
人
生
の
達
人

の
集
ま
り
》
と
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
。発

端
は
２
０
０
２
年
秋
。
大
阪
府
の

南
部
在
住
の
角
野
（
旧
姓
徳
田
）
悠
紀

子
・
松
浪
（
旧
姓
西
口
）
峰
子
さ
ん
た

ち
が
発
案
し

て
、
諸
木
赫

夫
・
長
谷
川
道

弘
･
藤
木
健
策

く
ん
ら
に
相
談

し
た
。
遊
興
娯

楽
で
老
後
の
暇

つ
ぶ
し
で
は
淋

し
い
の
で
、
少

し
は
知
的
好
奇

心
を
満
足
さ
せ

た
い
と
の
考
え

か
ら
始
ま
っ

た
。１

回
目
は
、

２
０
０
３
年
１

月
『
司
馬
遼
太

郎
記
念
館
』
へ

行
っ
た
。
次
は

ど
う
し
よ
う
、

そ
の
つ
ぎ
は
…

と
い
う
こ
と

で
、『
同
翔
会
』

と
名
づ
け
ら
れ
た
。
毎
回
の
企
画
が
す

ば
ら
し
く
、
前
出
の
６
人
に
加
え
て
、

久
宗
（
旧
姓
藤
本
）
由
子
・
堀
（
旧
姓

大
館
）
啓
子
・
青
木
（
旧
姓
浅
利
）
京

子
・
浜
浦
義
勲
・
泉
原
正
義
く
ん
ら

が
、
智
恵
を
出
し
あ
っ
て
い
る
。
既
に

３
年
を
経
過
し
、
８
回
を
数
え
る
ま
で

に
な
っ
た
。

第
２
回

法
隆
寺
と
斑
鳩
の
里

第
３
回

湖
東
三
山
と
永
源
寺

第
４
回

野
崎
観
音
祭
り
と
飯
盛
山

古
戦
場

第
５
回

琵
琶
湖
め
ぐ

り

第
６
回

私
市
ハ
イ
キ

ン
グ
と
能
・

狂
言
勉
強
会

第
７
回

大
阪
く
ら
し

の
今
昔
館
と

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム

第
８
回

平
城
宮
跡
資

料
館
と
な
ら

町
見
学

こ
れ
ら
の
本
会
の
ほ
か

に
、
能
･
狂
言
鑑
賞
会
、

大
相
撲
観
戦
、
日
野
原
重
明
・
瀬
戸
内

寂
聴
さ
ん
の
講
演
会
、
白
鷹
酒
造
酒
蔵

見
学
（
当
然
試
飲
あ
り
）
な
ど
の
番
外

編
も
あ
る
。

毎
回
20
名
前
後
の
出
席
だ
が
、
既
に

36
人
が
参
加
し
た
。
旭
の
６
期
生

な
ら
誰
で
も
出
入
り
自
由
･
出
欠

自
由
で
あ
る
。

会
は
、
た
だ
行
く
だ
け
で
な
い
。

史
実
や
仏
像
に
詳
し
い
資
料
が
出

る
。
能
･
狂
言
勉
強
会
は
謡
が
披

露
さ
れ
る
と
い
っ
た
念
の
入
れ
よ

う
だ
。
珍
し
い
料
理
や
地
酒
・
地

ビ
ー
ル
つ
き
の
と
き
も
あ
る
。

こ
の
感
動
を
俳
句
や
短
歌
に
詠

む
人
が
い
る
。
絵
や
絵
手
紙
・
写

真
に
撮
る
人
が
い
る
。
事
前
・
事

後
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
も
楽
し
い
。

高
み
よ
り

光
降
り
来
る

書
架
仰
ぎ

書
架
を
経
廻
る

巡
礼
の
ご
と

司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の
仕
事
量
に
圧

倒
さ
れ
た
角
野
さ
ん

船
の
上
に

眺
め
て
あ
れ
ば

立
つ
霞
に

海
津
の
桜

幻
の
ご
と

海
津
大
崎
の
桜
を
愛
で
て

松
尾
（
旧
姓
夏
原
）
洋
子
さ
ん

バ
ス
や
宴
会
の
と
き
は
、
子
ど
も
に

還
っ
て
大
声
で
合
唱
す
る
。『
桜
井
の

別
れ
』『
琵
琶
湖
周
航
の
歌
』『
青
葉
の

笛
』『
大
阪
ぐ
ら
し
』『
平
城
山
』
…
。

能
『
清
経
』
観
賞
時
は
、
内
容
を
作
詞

し
て
『
黒
田
節
』
に
の
せ
て
唄
っ
た
。

戦
に
破
れ
て

死
ぬ
な
ら
ば

悲
し
か
れ
ど
も

運
命

さ
だ
め

な
り

心
づ
く
し
の

髪
な
れ
ど

宇
佐
に
ぞ

返
し
て

う
ら
み
つ
れ

知
的
探
求
や
少
年
少
女
趣
味
や
ら
グ
ル

メ
探
訪
や
ら
ご
ち
ゃ
混
ぜ
で
あ
る
。
同

窓
生
・
友
人
と
い
う
よ
り
《
仲
間
》
と

い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
た
。
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中
川
）
圭
子

笠
浦
（
中
川
）
弘
子

西
（
樋
口
）
由
美
子

20
居

相

重

幸

小

崎

広

志

中

山

敏

幸

植
田
（
長
岡
）
広
光

山

本

昌

平

辻

川

博

美

長
瀬
（
佐
野
）
幸
子

坂
下
（
田
村
）
香
織

米
田
（
永
守
）
い
づ
み

橋
本
（
森
本
）
延
子

横

田

礼

子

宮

脇

広

之

21
黒

田

将

伸

田

中

精

一

谷

口

俊

夫

中

村

文

雄

伏
見
（
後
藤
）
玲
子

黒
田
（
大
東
）
康
子

斎
木
（
平
山
）
佳
代
子

由

良

晶

子

山

本

幸

子

22
加

地

茂

伸

喜

多

國

隆

喜

多

芳

彦

清

水

武

渡

海

章

山
崎
（
上
山
）
伸
子

末
富
（
大
前
）
喬
子
（
京
子
）

三
ツ
木
（
小
林
）
伸
子

岸
本
（
宝
来
）
紀
世
子

佐
々
木
（
松
本
）
佳
代

内

田

勝

久

23
西

田

光

男

橋

本

昌

典

松

井

孝

治

松

本

剛

樽
本
（
新
宅
）
清
美

黒
木
（
田
苗
）
三
千
代

安
藤
（
渡
辺
）
直
子

24
山

本

雅

一

鈴
川
（
秋
沢
）
利
美

白
井
（
小
竹
）
智
子

河
井
（
佐
藤
）
み
さ
子

北
山
（
酒
井
）
典
子

尼
川
（
渡
辺
）
幸
子

25
稲

葉

久

司

羽

生

順

一

伊

藤

成

美

堀
尾
（
大
宅
）
紀
子

市
川
（
郷
力
）
信
江

紅

野

ひ
さ
子

畠
中
（
水
野
）
能
子

六

車

英

世

中
吉
（
森
）
裕
子

匿

名

26
石

橋

亘

加
治
屋

秀

樹

山
本
（
烏
谷
）
隆
継

吉

田

治

松
園
（
赤
井
）
規
子

茶
谷
（
内
山
）
裕
子

田

中

勢
津
子

27
山
内
（
尾
島
）
和
明

島

田

淳

一

福

田

勝

也

金
田
（
九
鬼
）
初
美

島
田
（
河
野
）
和
代

山
本
（
阪
上
）
治
子

麻
生
（
中
枝
）
三
津
子

河
野
（
中
原
）
正
子

山
田
（
中
前
）
葉
子

西
山
（
原
園
）
利
子

池
田
（
久
末
）
朱
美

吉

崎

香

青

木

宣

雄

28
松
山
（
柏
本
）
美
恵
子

越
智
（
木
田
）
美
智
代

島
崎
（
中
村
）
雅
代

中
口
（
馬
場
）
輝
子

藤
野
（
萬
田
）
典
子

坂
本
（
吉
澤
）
裕
子

29
伊

藤

文

彦

夏

原

健

次

森

烈

横

田

宗

和

高
浦
（
岡
田
）
さ
や
か

壺
阪
（
鹿
野
）
薫

加
藤
（
山
根
）
慶
子

31
今

井

修

羽

地

亮

師

井

誠
一
郎

木

野

恭

子

門
脇
（
釣
上
）
悦
子

増

倉

綾

子

梅
本
（
松
井
）
明
子

久
下
（
室
岡
）
美
津
子

石
井
（
山
根
）
養
子

32
池

田

満

中
元
（
米
田
）
浩
之

上

杉

佳

子

宮
増
（
藤
瀬
）
充
子

青

木

康

史

33
金

谷

寛

一

杉

本

歩

藤
野
（
山
根
）
節
子

34
三
枝
（
坪
内
）
公
子

35
東

信

明

山

内

博

生

則
瀬
（
山
根
）
壽
江
子

亀
田
（
良
川
）
美
香

36
松

尾

雅

康

37
小

杉

了

一

38
橋

本

和

志

増

田

博

史

39
香

川

恵

石
本
（
領
家
）
亜
希
子

40
栗

本

和

子

柴

田

和

実

鈴

木

祐
美
子

谷

口

耕

平

福

元

寿

41
普春

本

順

子

41
国大

塚

拓

嗣

土
田
（
辻
本
）
有
紀

42
普菊

池

愛

子

42
国山

本

ミ
カ
エ
ル

43
普浦

本
（
奥
野
）
洋
子

粗

村

剛

44
普中

本
（
氏
川
）
幸
美

優

谷

明

広

44
国玉

田

友

紀

45
普松

井

直

樹

45
国岩

永

明

大

46
普杉

野

美
沙
緒

森

好

恵

47
普立

田

知

也

中

尾

碧

宮

本

瞳

吉

田

真

実

47
国鶴

愛

佳

48
普漁

府

計

宏

松

本

望

49
普中

徹

也

49
国永

村

夏

美

渡

邉

悠

衣

50
普杉

野

鷹

志

武

林

元

大

中

津

宗

樹

一
般
個
人

冨

永

文

子

賛
助
金
協
力
者
一
覧

旭
高
校
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、「
運
営
賛

助
金
」３
年
目
の
ご
協
力
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
会
金
だ
け
で
同
窓
会
が
運
営
で
き

た
時
代
は
終
わ
り
、会
員
の
増
加（
経
費

の
増
加
）と
在
校
生
の
減
少（
入
会
金
額

の
減
少
）が
同
時
進
行
し
て
い
る
現
在
、

運
営
賛
助
金
制
度
は
、必
要
不
可
欠
な

制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
浄
財
は
、
各
同

期
会
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
等
の
活
動
に
援

助
支
援
を
行
い
、
母
校
支
援
に
も
有
効

か
つ
効
率
的
に
活
し
て
い
く
よ
う
、
諸

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
重
ね

て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

郵
便
払
い
込
み
口
座

大
阪
府
立
旭
高
等
学
校
同
窓
会

0
0
9
4
0
│
1
│
1
9
1
0
4
4

運運運運
営営営営
賛賛賛賛
助助助助
金金金金

ごごごご
協協協協
力力力力
のののの
おおおお
願願願願
いいいい



「
府
立
高
校
教
員
連
絡
会
」

１
月
15
日
に
は
、同
窓
生
の
府
立
高

校
現
旧
教
員
の
方
々
に
、現
在
の
府
立

高
校
の
状
況
、問
題
点
や
今
後
の
可
能

性
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。「
今
、府
立
高

校
が
地
盤
沈
下
し
て
い
る
。反
転
し
て

い
る
学
校
も
あ
れ
ば
、ま
す
ま
す
下
向

き
の
学
校
も
あ
る
。旭
は
正
念
場
を
迎

え
て
い
る
」「
地
元
中
学
の
旭
に
対
し
て

の
評
判
が
悪
い
。赴
任
中
の
記
憶
で
言

う
と
、中
学
校
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
積
極

的
に
行
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
等
、忌
憚
の

無
い
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
世
代
別
幹
事
会
」

１
月
23
日
に
47
〜
51
期
の
方
々
、３

月
13
日
は
２
部
制
で
、21
〜
30
期
、31
〜

46
期
の
方
々
、４
月
９
日
は
11
〜
20
期

の
方
々
、５
月
21
日
は
顧
問
会
と
し
て

１
〜
10
期
の
方
々
に
、各
同
期
会
の
現

状
な
ど
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。そ

の
中
で
、10
期
ま
で
の
世
代
の
方
は
、

「
同
期
会
が
確
立
し
、同
窓
生
間
で
独
自

の
楽
し
み
方
が
始
ま
っ
て
い
る
」の
に

対
し
、30
代
、40
代
の
同
窓
生
会
員
か
ら

は
、「
仕
事
、子
育
て
に
追
わ
れ
、同
窓
会

に
目
を
向
け
る
に
は
、も
う
少
し
余
裕

が
必
要
だ
」と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。若

い
世
代
で
は
、「
母
校
で
の
高
校
生
活
は

楽
し
か
っ
た
」と
卒
業
間
も
な
い
余
韻

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
多

彩
な
世
代
の
同
窓
生
に
対
し
て
、同
窓

会
本
部
も
、画
一
的
で
な
い
柔
軟
か
つ

大
胆
な
発
想
、対
応
の
必
要
性
を
実
感

し
ま
し
た
。

「
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
」

６
月
19
日
に
は
、同
窓
生
の
縦
の
つ

な
が
り
で
あ
る
Ｏ
Ｂ
会
活
動
に
つ
い

て
、現
状
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
当
日

は
、８
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
の
方
々

で
し
た
が
、卒
業
生
か
ら
現
役
生
ま
で

切
れ
間
無
く
繋
が
る
Ｏ
Ｂ
会
は
一
握
り

で
あ
り
、
現
実
は
顧
問
の
先
生
方
と
の

つ
な
が
り
が
強
い
世
代
の
Ｏ
Ｂ
会
が
、

複
数
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。今
後
は
、同
窓
生
の
大
き
な
柱
と

な
る
、
ク
ラ
ブ
毎
の
組
織
の
一
本
化
を

提
案
し
、
検
討
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
旭
窓
交
流
会
」

ま
た
同
日
、同
窓
生
の
中
で
、多
種
多

彩
な
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。通
常
の
同
窓

会
と
違
っ
た
角
度
か
ら「
横
糸
の
同
期

会
に
、縦
糸
の
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
、そ
れ
を

斜
め
に
つ
な
ぐ
交
流
会
を
作
り
ま
し
ょ

う
」と
、活
発
な
意
見
交
換
の
場
に
な
り

ま
し
た
。か
ね
て
よ
り
提
案
い
た
だ
い

て
い
る
、「
旭
窓
人
財
バ
ン
ク
」に
繋
げ
、

母
校
へ
の
人
的
貢
献
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
、今
後
、多
く
の
方
々
に
参
加
を

呼
び
か
け
、輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
母
校
と
の
連
携
」

こ
の
よ
う
に
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
ご

意
見
を
伺
う
だ
け
で
な
く
、３
月
25
日

と
６
月
６
日
に
は
、母
校
の
現
役
生
徒
会

役
員
と
懇
談
し
ま
し
た
。旭
の
草
創
期

か
ら
の
伝
統
を
伝
え
、後
輩
た
ち
の
率
直

な
意
見
を
聞
く
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

そ
の
他
に
、学
校
長
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
、

旭
の
前
進
の
た
め
の
協
議
会
を
設
立

し
、重
厚
な
母
校
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

２
万
人
を
超
え
る
旭
窓
会
の
さ
ら

な
る
発
展

に
、
多
く

の
同
窓
生

皆
様
の
ご

意
見
を
お

待
ち
し
て

い
ま
す
。

７
月
30
日

（
土
）ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
オ

タ
ニ
で
20
期

生
の
同
期
会

を
開
催
し
ま

し
た
。
会
場

は
、
後
輩
の

25
期
生
が
宴

会
部
部
長
と

い
う
こ
と
も

あ
り
、
た
い

へ
ん
満
足
の

い
く
内
容
に

な
り
ま
し

た
。参

加
者
は
約
80
名
、
２
次
会
も
ほ
と

ん
ど
そ
の
ま
ま
参
加
。
関
東
な
ど
遠
方

か
ら
の
参
加
者
が
２
次
会
か
ら
合
流
す

る
な
ど
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

午
後
３
時
の
開
始
だ
っ
た
の
で
す
が
、

午
後
８
時
の
２
次
会
終
了
ま
で
の
５
時

間
が
、あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

年
齢
も
50
歳
を
迎
え
、
人
生
も
半
世
紀

を
過
ぎ
、皆
と
会
っ
て
話
し
を
す
れ
ば
、

30
数
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
昔
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。閉
会
後
も
興
奮
さ
め
や
ら
ず
、

大
勢
が
、
三
々
五
々
夜
の
街
へ
消
え
て

い
き
ま
し
た
。

最
後
に
幹
事
紹
介
の
時
、
二
宮
先
生

か
ら
「
こ
れ
だ
け
の
幹
事
が
い
れ
ば
、

20
期
生
は
大
丈
夫
だ
」と
言
葉
を
戴
き
、

我
々
幹
事
の
苦
労
も
吹
き
飛
び
ま
し

た
。
早
々
に
次
の
同
期
会
の
要
望
も
あ

り
ま
し
た
。
60
歳
の
時
に
は
、
全
員
何

か
赤
い
物
を
身
に
つ
け
て
出
席
す
る
よ

う
に
、
今
か
ら
連
絡
し
て
お
き
ま
す
。

と
に
か
く
最
高
に
盛
り
上
が
っ
た
１
日

で
し
た
。

20
期
生
同
期
会
副
会
長宮

脇

広
之

旭 窓 会 報（3）第33号 2005年（平成17年）９月１日

平成16年度 平成17年度

収入の部 決算

至平成17年7月31日

前年度繰越金
入会金
運営賛助金
広告費
雑収入
合 計

419,340
1,520,000
1,873,315
280,000
45,005

4,137,660

周年基金残高

＊活動費は総会費用補填分含む

7,300,000

支出の部 決算

会報発行費
活動費
幹事会活動費
顧問会費
役員会議費
委員会会議費
通信費
IT関連費
IT通信費
慶弔費
交際費
事務費
雑費
国際交流協議会費
母校支援活動費
周年基金
次年度繰越金
合 計

2,230,660
420,741
18,911
33,000
20,605
27,139
32,836

0
39,060
25,000
40,000
84,024
69,490
150,000
270,000
300,000
376,194

4,137,660

収入の部 予算

自平成17年8月1日

前年度繰越金
入会金
運営賛助金
広告費
合 計

376,194
1,500,000
2,000,000
250,000

4,126,194

支出の部 予算

会報発行費
活動費
幹事会活動費
顧問会費
役員会議費
委員会会議費
通信費
IT関連費
IT通信費
慶弔費
交際費
事務費
雑費
国際交流協議会費
母校支援活動費
周年基金
予備費
合 計

2,400,000
150,000
50,000
50,000
50,000
50,000
50,000
300,000
50,000
50,000
50,000
70,000
50,000
150,000
300,000
300,000
6,194

4,126,194

周年基金残高 7,300,000

旭
高
校
同
窓
会
会
計
予
算（
案
）

旭
高
校
同
窓
会
会
計
決
算

役 職 氏 名 卒期
会 長 田 中 健 司 14期
副 会 長 宮 脇 広 之 20期
書 記 青 木 宣 雄 27期
会 計 辻 川 博 美 20期

有 田 昌 義 ８ 期
常任理事 矢 田 千鶴子 12期

青 木 康 史 32期

役 職 氏 名 卒期
校内理事 山 本 幸 子 21期
顧 問 上 浦 康 平 ４ 期
顧問代理 長谷川 道 弘 ６ 期

お
聞
き
し
ま
し
た

本
年
上
半
期
は
、
母
校
の
現
状
を
紹
介
し
、
今
後
の
同
窓
会
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

［転出・退職等］
職 種 教 科 氏 名 異 動 内 容

事 務 長 遠 藤 洋二郎 退職

教 諭 社 会 滋 野 忍 府立伯太高校へ

教 諭 理 科 瀬 部 弘 志 府立大正高校へ

教 諭 体 育 宇 賀 安 誠 府立桃谷高校（Ⅰ、Ⅱ部）へ

教 諭 美 術 脇 屋 幹 夫 退職、再任用で継続

教 諭 英 語 中 西 和 隆 府立今宮工科高校へ

実 習 助 手 家 庭 近 澤 静 美 府立茨田高校へ

非常勤特嘱 数 学 福 村 修 一 退職

非常勤特嘱 理 科 赤 峰 純弥太 非常勤特別嘱託員として継続

非常勤講師 国 語 廣 田 節 子 非常勤講師として継続

非常勤講師 社 会 梅 田 智 己 非常勤講師として継続

非常勤講師 社 会 槇 野 辰 雄 退職

非常勤講師 理 科 西 濃 真知子 退職

非常勤講師 体 育 田 中 佐 知 非常勤講師として継続

非常勤講師 体 育 山 崎 真 里

非常勤講師 フランス語 糠 野 佐規子 非常勤講師として継続

非常勤講師 ドイツ語 菅 利 恵 非常勤講師として継続

非常勤講師 スペイン語 正 木 桂 子 非常勤講師として継続

非常勤講師 中国語 神 道 美映子 退職

特別非常勤 中国語 徐 羽 厚 特別非常勤講師として継続

特別非常勤 韓朝語 丁 恩 淑 特別非常勤講師として継続

特別非常勤 スペイン語 楚 南 兼 治 特別非常勤講師として継続

特別非常勤 イタリア語 犬 飼 祐 子 特別非常勤講師として継続

英語指導員 英 語 Martin W Zander 外国人英語指導員として継続

英語指導員 英 語 Sussette Burton 外国人英語指導員として継続

英語指導員 英 語 Pickens,Abraham 外国人英語指導員として継続

英語指導員 英 語 Weber,Daniel 配置校換え

英語指導員 英 語 Whitsey,Michelle 配置校換え

［着 任］
職 名 教 種 氏 名 異 動 内 容

事 務 長 今 井 敏 雄 成人病センターから

教 諭 美 術 脇 屋 幹 夫 金曜を除く４日間 32Ｈ

教 諭 英 語 松 本 泰 昭 府立茨田高校から

実 習 助 手 家 庭 谷 川 亜矢貴 府立枚方西高校から

非常勤特嘱 理 科 赤 峰 純弥太 非常勤特別嘱託員として

非常勤講師 国 語 廣 田 節 子 非常勤講師として 12Ｈ

非常勤講師 社 会 梅 田 智 己 非常勤講師として 16Ｈ

非常勤講師 理 科 澤 井 和 美 非常勤講師として ６Ｈ

非常勤講師 体 育 田 中 佐 知 非常勤講師として 15Ｈ

非常勤講師 英 語 奥 村 ゆかり 非常勤講師として 12Ｈ

非常勤講師 英 語 荒 木 康 裕 非常勤講師として ４Ｈ

非常勤講師 フランス語 糠 野 佐規子 非常勤講師として Ｈ

非常勤講師 ドイツ語 菅 利 恵 非常勤講師として Ｈ

非常勤講師 スペイン語 正 木 桂 子 非常勤講師として Ｈ

特別非常勤 中国語 徐 羽 厚 特別非常勤講師として Ｈ

特別非常勤 韓朝語 丁 恩 淑 特別非常勤講師として Ｈ

特別非常勤 スペイン語 楚 南 兼 治 特別非常勤講師として Ｈ

特別非常勤 イタリア語 犬 飼 祐 子 特別非常勤講師として Ｈ

英語指導員 英 語 Martin W Zander 外国人英語指導員として

英語指導員 英 語 Sussette Burton 外国人英語指導員として

英語指導員 英 語 Pickens,Abraham 外国人英語指導員（招請）

として寝屋川高校から

平成17年度当初人事異動

旭高校同窓会役員

20
期
生

同
期
会
開
催



学
校
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
旭
窓
会
会

長
に
、
府
立
高
校
の
再
編
整
備
と
学
区

再
編
を
視
野
に
い
れ
て
、
今
後
の
旭
高

校
が
目
指
す
べ
き
方
向
と
、
三
者
の
立

場
で
の
協
力
体
制
を
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

司
会時

代
の
流
れ
で
、
学
校
再
編
･
学
区

見
直
し
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
旭
の
Ｏ

Ｂ
の
中
に
は
現
状
が
判
ら
な
い
人
も
多

い
。
旭
高
校
の
現
状
と
抱
負
は
？

旭
窓
会
会
長

同
窓
生
に
旭
高
校
や
旭
窓
会
の
以
下

３
つ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
。

①

２
０
０
８
年
、
普
通
科
が
現
在

の
１
０
５
校
か
ら
76
校
に
な
り
、
学
区

見
直
し
の
中
で
、
旭
が
ど
う
変
貌
し
て

い
く
の
か

②

旭
・
城
東
・
都
島
各
区
に
住
む

Ｏ
Ｂ
の
子
弟
受
験
で
の
旭
の
評
判
を
聞

き
、
愕
然
と
し
た
こ
と

③

母
校
は
永
遠
で
あ
っ
て
欲
し
い

が
、
府
の
方
針
・
時
代
の
流
れ
で
再
編

後
の
同
窓
会
の
あ
り
方
を
模
索
す
る

校
長伝

統
あ
る
旭
高
校
に
対
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
期
待
が
あ
り
、
よ
り
よ
き
旭
・
輝

く
旭
に
、
力
を
尽
く
し
た
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

今
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
挨
拶
で
「
旭

が
変
わ
っ
た
・
進
化
し
た
」
こ
と
を
、

口
コ
ミ
が
大
切
だ
か
ら
皆
さ
ん
か
ら
ア

ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
旭
を
盛
り
立
て

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

旭
窓
会
会
長

一
昨
年
の
守
口
高
校（
現
芦
間
高
校
）

の
例
か
ら
、
永
い
歴
史
の
あ
る
学
校
と

い
え
ど
も
、
時
代
の
波
は
押
し
寄
せ
る

と
痛
感
。
こ
の
情
勢
の
中
で
同
窓
会
を

ど
う
す
る
か
…
と
い
う
思
い
で
、
新
年

度
を
迎
え
た
。

”自
由
か
規
律
か
“
悩
ん
だ
。
昨
年
、

校
区
39
中
学
を
訪
問
。
中
学
校
側
か
ら

「
１
人
が
崩
れ
る
と
皆
が
崩
れ
る
の
で
、

手
間
を
か
け
て
指
導
し
て
き
た
。
高
校

で
一
挙
に
崩
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。

茶
髪
で
は
、
地
域
か
ら
も
支
持
さ
れ
て

い
な
い
。
子
ど
も
た
ち
も
「
旭
は
自
由
」

と
い
う
認
識
で
入
学
し
て
き
て
い
る
。

伝
統
あ
る
旭
に
は
期
待
が
あ
る
。
今
後

も
、
茶
髪
・
遅
刻
・
携
帯
問
題
は
、
子

ど
も
た
ち
は
し
て
は
い
け
な
い
理
由
が

明
確
に
判
ら
な
い
の
で
、
先
生
方
の
意

見
も
一
本
化
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い

が
、家
庭
で
の
理
解
・
協
力
も
得
た
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

３
人
の
子
が
お
り
、
上
の
子
が
旭
の

３
年
生
に
在
籍
。
１
年
生
の
子
は
別
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

例
え
ば
、家
庭
の
し
つ
け
と
勉
学
は
、

車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
と
思
っ
て
い

る
が
、
価
値
観
も
変
わ
り
、
難
し
い
時

代
に
な
っ
て
き
た
。
虐
待
と
し
つ
け
の

境
界
線
も
不
鮮
明
だ
。
家
庭
の
領
域
に

は
踏
み
込
め
な
い
が
、
家
庭
の
し
つ
け

観
を
打
破
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
時
間
が
あ
る
と
、
遊
び
に
流

さ
れ
る
。
学
校
も
鐘
（
注：

終
礼
）
の

延
長
線
上
に
”学
び
“
を
考
え
て
欲
し

い
。勉
学
の
機
会
が
継
続
す
る
よ
う
に
。

司
会遅

刻
や
携
帯
は
、
親
の
目
配
り
が
大

事
だ
が
、
親
御
さ
ん
と
し
て
、
子
ど
も

さ
ん
が
３
年
生
に
な
り
、
勉
学
に
対
す

る
姿
勢
の
変
化
は
？

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

進
学
が
視
野
に
入
っ
て
き
て
自
覚

し
、
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
か

を
調
べ
る

図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
る

方
法
論
が
わ
か
り
、
自

分
で
見
つ
け
る
―
―
勉
強
し
ろ
で
は
な

く
時
間
は
か
か
る
が
。

校
長旭

の
蔵
書
は
３
万
冊
以
上
あ
り
、
利

用
率
・
利
用
頻
度
は
高
い
ほ
う
だ
。
人

文
科
学
系
が
多
い
か
な
。
自
然
科
学
の

利
用
も
高
度
な
も
の
が
多
い
。
パ
ソ
コ

ン
は
、
府
立
高
校
に
は
23
台
設
置
さ
れ

て
い
る
。
各
教
室
に
は
端
末
コ
ン
セ
ン

ト
（
ラ
ン
配
線
）
が
あ
る
。
公
立
高
校

の
よ
さ
は
、
全
て
の
生
徒
が
こ
れ
ら
の

機
器
を
使
え
る
こ
と
。

司
会携

帯
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
私
た
ち
の
高

校
時
代
に
は
な
か
っ
た
も
の
が
、
使
え

る
時
代
に
な
り
、
豊
か
な
社
会
に
な
っ

て
い
る
が
。

の
人
生
が
あ
る
。
在
校
生
の
た
め
に
Ｏ

Ｂ
が
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

校
長昨

年
は
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
た
鈴
木
さ
ん
（
40
期
）
に
、
２

回
も
講
演
し
て
も
ら
っ
た
。
ア
テ
ネ
へ

行
く
不
安
な
ど
、共
感
を
得
た
よ
う
だ
。

若
い
人
の
話
し
も
だ
が
、
Ｏ
Ｂ
の
若
い

頃
の
話
し
も
有
意
義
だ
ろ
う
。

司
会旧

制
の
歴
史
を
持
つ
高
校
と
、
50
年

の
歴
史
の
旭
と
で
は
同
窓
会
の
基
盤
も

大
差
が
あ
る
。
１
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
大
手
前
高
校
で
は
、
月
１
回
、
同
窓

会
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
Ｏ
Ｂ
が
講
演

す
る
。
Ｏ
Ｂ
だ
け
で
な
く
在
校
生
も
聞

く
こ
と
が
で
き
る
。
期
を
越
え
た
交
流

で
つ
な
が
り
が
で
き
た
と
い
う
。
旭
に

も
、
人
材
は
育
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
。

旭
窓
会
会
長

同
窓
会
と
し
て
も
反
省
し
て
い
る
。

同
窓
会
の
隆
盛
を
図
ろ
う
と
、
期
ご
と

の
横
の
交
流
を
大
切
に
し
て
き
た
。
た

め
に
、
縦
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ

て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
今
後
は
ク
ラ

ブ
な
ど
の
縦
の
交
流
も
交
え
、
縦
と
横

を
う
ま
く
活
用
し
た
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

「
旭
高
校
出
身
」
と
胸
を
は
っ
て
言

え
る
よ
う
、
旭
を
、
誇
り
を
も
て
る
学

校
に
し
た
い
。

旭
窓
会
会
長

そ
れ
は
、
先
生
方
も
同
じ
は
ず
。
学

区
見
直
し
が
、
今
後
の
旭
に
ど
の
よ
う

司
会学

校
が
同
窓
会
に
望
む
も
の
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
同
窓
会
に
望
む
も
の
は
？

校
長同

窓
会
は
、
母
校
と
の
共
通
の
思
い

出
で
結
ば
れ
た
団
体
。
後
輩
も
可
愛
い

は
ず
。
先
輩
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
活
躍
の
場
は
あ
る
は
ず
。
環
境
整
備

も
そ
の
一
つ
だ
。

旭
窓
会
会
長

会
友
に
は
、
弁
護
士
・
医
師
・
議

員
・
教
師
・
社
会
保
険
労
務
士
・
経
営

者
等
々
、
社
会
的
に
も
評
価
さ
れ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
い
る
人
も
い
る
が
、

同
窓
会
は
、
仕
事
で
区
別
は
し
な
い
前

提
だ
が
、
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
方
式
や

リ
レ
ー
ト
ー
ク
な
ど
、
後
輩
に
話
せ
る

こ
と
は
あ
る
し
、
会
友
の
著
書
も
た
く

さ
ん
あ
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

約
２
万
名
の
卒
業
生
が
い
る
。
誇
り

に
お
も
う
卒
業
生
も
い
る
。
世
の
中
に

役
立
っ
て
い
る
人
が
Ｏ
Ｂ
だ
と
い
う
誇

り
も
あ
る
。
特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り

に
、
こ
れ
ら
の
人
材
の
受
け
入
れ
体
制

を
Ｏ
Ｂ
も
協
力
し
て
欲
し
い
。

旭
窓
会
会
長

学
校
評
議
会
を
ぜ
ひ
開
き
、
第
三
の
協

力
体
制
を
つ
く
り
始
め
よ
う
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
旭
あ
っ
て
の
も
の
。

校
長楽

し
く
な
け
れ
ば
旭
で
な
い
と
思
っ

て
い
る
生
徒
が
、
楽
し
い
だ
け
で
は
旭

で
な
い
と
思
え
る
よ
う
に
、
教
員
集
団

が
意
思
統
一
し
指
導
で
き
る
よ
う
に
す

る
べ
く
、
模
索
中
だ
。
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旭
窓

2005

鼎
談

大
阪
府
は
、
少
子
化
と
府
の
財
政
再
建
の
見
地
か
ら
、
全
日
制
府
立
高
等
学
校
の
特
色
づ
く
り
と
再
編
整
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。「
生
徒
減
少
期
を
教
育
環
境
･
教
育
条
件
な
ど
、
教
育
の
質
的
向
上
を
図
る
好
機
と
捉
え
、
府
立
高
等
学
校
の
特
色

づ
く
り
と
あ
わ
せ
て
、
適
正
配
置
の
観
点
か
ら
再
編
整
備
を
推
進
す
る
」
の
が
ね
ら
い
で
す
。

計
画
で
は
、
１
９
９
８（
平
成
10
）年
１
１
７
校
あ
っ
た
普
通
科
を
、
２
０
０
８（
平
成
20
）年
に
は
76
校
に
ま
で
減
ら
し
、

２
０
０
７（
平
成
19
）年
に
は
学
区
見
直
し
も
行
い
ま
す
。

母
校
旭
高
等
学
校
は
、
１
９
５
２（
昭
和
27
）年
４
月
大
阪
府
立
第
48
高
等
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
１
９
９
２（
平
成
４
）年

に
は
国
際
教
養
科
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。「
自
主
・
自
律
」
の
校
風
の
下
、
半
世
紀
を
越
す
あ
ゆ
み
の
中
で
着
実
な
発
展
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。『
50
年
の
あ
ゆ
み
』
に
よ
れ
ば
、
草
創
期
の
卒
業
生
の
約
10
％
が
国
公
立
へ
、
25
％
が
私
立
大
学
へ
進
学
し

て
い
ま
し
た
。
現
在
の
旭
高
校
は
と
い
え
ば
、
中
堅
進
学
校
と
し
て
の
実
績（
進
学
率
２
０
０
４
年
度
74
・
0
％，

２
０
０
３

年
度
71
・
2
％
）を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
国
公
立
進
学
者
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
私
立
高
校
な
ど
の

台
頭
で
子
弟
を
母
校
に
入
学
さ
せ
る
の
を
躊
躇
す
る
旭
窓
会
会
友
も
現
実
に
出
て
き
て
い
ま
す
。
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校
長危

機
と
い
う
こ
と
で
は
、
常
に
学
校

は
停
滞
す
る
と
危
機
を
迎
え
る
。
新
制

高
校
と
い
う
こ
と
で
の
創
生
期
の
が
ん

ば
り
は
、
進
学
率
・
部
活
･
行
事
と
素

晴
ら
し
い
成
果
を
残
し
て
き
た
。
５
学

区
か
ら
９
学
区
に
な
り
進
学
率
が
悪

化
。
そ
の
間
、
私
学
の
危
機
感
か
ら
の

努
力
も
あ
っ
た
が
…
。
旭
高
校
は
今
も

進
学
校
と
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
が
、

栄
光
の
旭
は
「
社
会
に
役
立
つ
人
を
作

っ
て
い
る
の
か
」
と
問
わ
れ
か
ね
な
い

状
況
だ
。

07
年
問
題
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
大
学

定
員
と
進
学
率
が
一
致
し
、
進
学
先
を

選
ば
な
け
れ
ば
、全
入
が
可
能
に
な
る
。

ど
の
学
校
よ
り
も
、
ど
の
分
野
な
の
か

本
当
に
学
び
た
い
の
は
と
い
っ
た
こ
と

が
大
事
に
な
る
。
志
を
持
っ
て
進
学
で

き
る
よ
う
、
旭
と
し
て
も
新
時
代
に
あ

わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
で
国
際
教
養
科
を
設

け
、
第
２
外
国
語
の
充
実
は
府
下
で
は

最
多
。
21
世
紀
の
出
会
い
の
仕
掛
け
を

し
て
い
る
。
旭
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝

統
を
蘇
ら
せ
た
い
。

課
題
に
茶
髪
と
遅
刻
が
あ
る
。
旭
の

評
判
を
落
と
し
た
。
茶
髪
は
、
こ
こ
２

年
全
職
員
が
ベ
ク
ト
ル
を
同
じ
く
し
て

取
り
組
み
、
大
幅
に
改
善
し
た
。
授
業

改
革
も
大
き
な
課
題
。
入
学
し
た
生
徒

に
は
愛
と
ロ
マ
ン
を
与
え
た
い
。
今

年
･
来
年
が
勝
負
だ
。
昨
年
は
底
力
が

試
さ
れ
た
年
、
今
年
は
勢
い
の
あ
る
旭

再
生
の
年
に
し
た
い
。

司
会こ

こ
数
年
旭
の
評
価
は
低
下
し
、
入

試
の
事
前
調
査
で
も
国
際
教
養
科
は
と

も
か
く
、
普
通
科
の
定
員
割
れ
が
１
年

お
き
に
発
生
し
て
い
る
。
茶
髪
の
減
っ

た
の
は
上
辺
だ
け
だ
と
お
も
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
服
装
も
乱
れ
て
い

る
と
も
聞
く
が
。

校
長心

の
中
で
は
ま
だ
納
得
し
て
い
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
生
徒
指
導
で
も

公
立
高
校
に
進
学
し
た
。
２
人
の
子
が

別
の
公
立
に
い
き
、
両
校
の
違
い
が
わ

か
っ
た
。
旭
は
、
学
習
・
教
育
の
機
会

が
少
な
い
と
感
じ
る
。
下
の
子
の
通
っ

て
い
る
学
校
は
「
何
の
た
め
に
学
校
へ

行
く
の
か
。
高
校
は
自
ら
志
願
し
て
い

く
。勉
学
の
基
礎
・
学
力
あ
っ
て
こ
そ
」

と
教
育
方
針
も
明
確
だ
。
と
は
い
え
、

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際
に
旭
へ

子
ど
も
を
進
学
さ
せ
て
、「
茶
髪
自
由
」

な
ど
の
う
わ
さ
が
事
実
で
な
い
こ
と
を

認
識
し
た
。
服
装
の
乱
れ
が
な
い
こ

と
・
茶
髪
が
減
っ
て
い
る
の
を
実
際
に

見
た
保
護
者
は「
旭
は
変
わ
っ
て
る
よ
。

変
わ
っ
た
よ
」
と
伝
え
る
広
告
塔
に
な

っ
て
欲
し
い
。
う
わ
さ
で
進
学
先
を
決

め
ず
、
実
際
に
自
分
の
目
で
見
て
確
か

め
て
欲
し
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
関
心
を
持
た

な
い
と
。
学
校
の
本
業
は
勉
学
の
場
。

夏
休
み
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
校
内
模
擬
を

実
施
す
る
。
少
子
化
・
生
徒
減
少
の
な

か
で
、
生
き
残
る
に
は
、
勉
学
＋
１
が

必
要
。
と
い
う
こ
と
は
国
際
教
養
科
が

そ
れ
に
該
当
す
る
。
欧
州
で
は
、
複
数

言
語
を
話
せ
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
時

代
に
な
っ
て
い
る
。

旭
窓
会
会
長

わ
れ
わ
れ
Ｏ
Ｂ
も
当
然
、
変
わ
っ
た

旭
の
広
告
塔
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

子
ど
も
た
ち
に
大
人
と
し
て
の
自
覚
が

育
て
ば
、
生
活
指
導
に
使
う
時
間
が
学

力
向
上
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

宿
題
が
な
い
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
隠
れ

て
す
る
よ
う
に
な
る
。

司
会本

来
、生
活
指
導
は
家
庭
の
役
割
で
、

学
校
が
勉
学
指
導
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
。

校
長立

身
出
世
が
な
く
な
り
、
豊
か
な
社

会
に
な
り
、
今
を
楽
し
め
ば
よ
い
と
い

う
子
が
多
い
。
大
学
も
入
れ
れ
ば
よ
く

て
、
金
は
親
が
出
す
も
の
と
思
っ
て
い

る
。
む
し
ろ
学
生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

す
る
た
め
に
進
学
す
る
。
か
つ
て
は
、

大
学
に
目
指
す
も
の
が
あ
っ
た
が
、
今

は
、
夢
も
ロ
マ
ン
も
な
く
、
楽
し
く
あ

れ
ば
よ
い
と
い
う
風
潮
だ
。
例
え
ば
、

70
年
代
に
岩
波
新
書
を
教
材
に
使
う
と

そ
れ
は
学
問
で
は
な
い
と
い
わ
れ
た

が
、
80
年
代
に
は
同
じ
岩
波
新
書
が
、

大
学
生
に
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
た
。

旭
窓
会
会
長

い
ま
や
、
個
人
の
問
題
と
片
付
け
ら

れ
な
い
。
旭
の
問
題
と
捉
え
て
、
ク
リ

ア
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。た
だ
、

学
校
と
い
う
枠
の
中
で
ど
こ
ま
で
で
き

る
か
だ
。
Ｏ
Ｂ
等
、
外
野
席
が
で
き
る

こ
と
は
あ
る
の
か
。
学
校
は
、
何
を
し

て
欲
し
い
の
か
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て

ほ
し
い
の
か
が
判
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
も
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
窓
会
の
役

割
を
整
理
し
な
い
と
い
け
な
い
。
新
し

い
関
わ
り
が
可
能
な
の
か
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

同
窓
会
も
、
い
い
意
味
で
学
校
に
刺
激

を
あ
た
え
る
組
織
で
は
あ
っ
て
も
、
圧

力
団
体
で
は
な
い
は
ず
。
学
校
に
風
を

送
り
込
む
役
割
を
果
た
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
三
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
大
切
だ
。

司
会「

Ｏ
Ｂ
は
知
的
財
産
の
宝
庫
。
人
材

バ
ン
ク
だ
」が
６
期
生
Ｈ
さ
ん
の
持
論
。

卒
業
生
も
、
高
校
時
代
が
あ
っ
て
、
今

な
影
響
を
あ
た
え
、
受
験
模
様
が
ど
う

変
わ
る
か
、
読
め
な
い
点
も
あ
る
が
。

校
長府

の
教
育
委
員
会
は
、
高
校
再
編
・

特
色
づ
く
り
で
、
最
終
的
に
１
５
５
校

を
１
３
５
校
に
す
る
計
画
。
う
ち
、
普

通
科
単
独
校
は
１
１
７
校
が
76
校
に
な

る
。
普
通
科
と
し
て
特
化
す
る
の
か
否

か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

旭
窓
会
会
長

府
の
方
針
の
範
囲
で
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
同
窓
会
と
地
域
で
協
同
し
て
学
校

全
体
を
支
え
て
い
け
ば
よ
い
。
学
校
評

議
会
も
あ
り
、
新
し
い
関
係
が
築
け
る

だ
ろ
う
。
創
立
50
周
年
記
念
式
典
は
協

力
し
て
で
き
た
例
だ
。
旭
の
た
め
・
母

校
の
た
め
に
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
旭
窓

会
が
手
を
結
ん
で
応
援
団
組
織
を
構
築

で
き
れ
ば
よ
い
。
内
政
干
渉
に
は
な
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
が
い
る
が
。

校
長昨

年
は
学
校
評
議
会
を
持
て
な
か
っ

た
。
学
校
評
議
会
で
人
材
バ
ン
ク
や
企

画
等
が
で
き
れ
ば
、
皆
で
旭
を
盛
り
立

て
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

旭
窓
会
会
長

旭
は
旭
で
存
続
し
て
ほ
し
い
。
先
生

方
も
旭
に
愛
着
を
も
っ
て
、
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
。

校
長学

区
編
成
で
、
先
生
の
真
価
が
問
わ

れ
る
時
代
に
な
る
。
教
員
は
、
力
が
あ

る
は
ず
。ど
こ
に
で
も
可
能
性
を
も
ち
、

ロ
マ
ン
を
持
っ
て
い
る
生
徒
は
い
る
の

だ
か
ら
。
旭
校
長
と
し
て
、
１
年
目
の

昨
年
は
旭
の
底
力
を
試
し
、
２
年
目
は

勢
い
の
あ
る
旭
に
、
３
年
目
は
エ
フ
ェ

ク
テ
ィ
ブ
（
効
果
の
あ
る
）
な
学
校
を

目
指
し
て
い
る
。

司
会２

０
０
８
年
の
学
校
再
編
後
の
旭
へ

の
夢
と
期
待
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
旭
高
校

の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て
、
鼎
談
を
終

わ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

横
山
校
長
先
生
、橋
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

田
中
旭
窓
会
会
長
、
長
い
時
間
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司会 遠藤敬子氏
（５期）

旭窓会会長 田中健司氏
（14期）

PTA会長 橋本隆弘氏 13代校長 横山正美氏

高校再編後の

旭旭旭旭高高高高等等等等学学学学校校校校@@
学

第
54
回
体
育
祭

開
会
宣
言
よ
り

旭高校サッカ
会 長 内藤（13期生
事務局 松田（18期生

川島（20期生
岡崎（49期生

連絡先 事務局まで

発足しました

５期生有志一同

旭同窓会の
発展を期待！

昭和34年卒

30
号
か
ら
「
旭
窓
」
の
紙
面
が
変
わ

っ
た
こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
33
号
も
大
き
く
ス
タ
イ
ル
を
変

え
て
み
ま
し
た
。
初
の
試
み
で
あ
る
鼎

談
も
そ
の
１
つ
で
す
。

き
っ
か
け
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
と
し
て

生
ま
れ
た
娘
の
母
校
再
編
で
す
。
奈
良

県
も
、
大
阪
府
に
先
駆
け
て
学
校
再
編

を
行
い
ま
し
た
。
大
阪
の
友
人
な
ど
、

小
･
中
･
高
と
母
校
が
な
い
と
い
い
ま

す
。母

校
が
無
く
な
る
――
身
近
な
話
題

か
ら
、わ
が
母
校
は
…
と
考
え
ま
し
た
。

気
に
な
る
こ
と
は
、
聴
く
に
し
か
ず
…

と
鼎
談
を
企
画
し
ま
し
た
。
母
校
の
今

後
に
い
さ
さ
か
で
も
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

編編編編
集集集集
後後後後
記記記記
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大
前

富
雄
先
生

英
語
科
教
諭

１
９
５
３
年
４
月

着
任

１
９
６
８
年
３
月

離
任

先先
生生
のの
おお
年年
かか
らら
考考
ええ
てて
、、
英英
語語
のの

勉勉
強強
がが
しし
にに
くく
いい
時時
代代
でで
はは
ああ
りり
まま

せせ
んん
でで
しし
たた
かか
？？

私
が
中
学
に
入
っ
た
戦
時
中
、
英
語

は
敵
国
語
と
い
う
こ
と
で
い
わ
ば
日
陰

の
教
科
で
あ
り
ま
し
た
。
担
当
の
宗
本

と
い
う
先
生
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
考
え

の
先
生
で
、
授
業
の
大
半
を
決
し
て
上

手
と
は
い
え
な
い
英
語
で
、
機
関
銃
の

よ
う
に
質
問
を
浴
び
せ
、
考
え
る
間
を

与
え
ず
に
即
答
さ
せ
る
や
り
か
た
で
し

た
。
で
き
な
い
生
徒
は
ホ
ッ
ペ
が
は
れ

上
が
る
ほ
ど
た
た
か
れ
た
も
の
で
す
。

文
字
通
り
英
語
を
た
た
き
こ
ま
れ
ま
し

た
。
お
か
げ
で
英
語
が
好
き
に
な
り
、

英
語
を
専
攻
し
て
大
学
を
出
る
こ
ろ
に

は
、
欲
を
出
さ
な
け
れ
ば
ど
こ
で
も
就

職
で
き
そ
う
な
結
構
な
時
代
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

旭旭
高高
校校
へへ
はは
どど
うう
しし
てて
？？

不
眠
症
で
神
経
衰
弱
気
味
だ
っ
た
私

に
は
、
競
争
の
激
し
い
会
社
勤
め
は
ま

っ
た
く
不
向
き
で
、
中
学
か
高
校
で
英

語
を
教
え
る
の
が
唯
一
の
道
で
あ
る
と

決
め
て
い
ま
し
た
。
２
月
初
め
の
あ
る

日
、
講
師
と
し
て
１
単
位
分
の
授
業
を

受
け
た
だ
け
の
磯
尾
先
生
（
当
時
兵
庫

県
の
英
語
教
育
の
重
鎮
だ
っ
た
こ
と

が
、
ず
い
ぶ
ん
後
に
わ
か
る
）
に
廊
下

で
通
り
す
が
り
、
出
し
抜
け
に
「
英
語

を
教
え
る
の
が
本
当
に
好
き
か
」
と
た

ず
ね
ら
れ
「
ハ
イ
、
中
学
で
教
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え
る
と
、

「
そ
れ
な
ら
大
阪
府
立
旭
高
校
へ
行
き

な
さ
い
。昨
年
新
設
さ
れ
、校
長
は
府
立

高
校
始
ま
っ
て
以
来
最
も
若
く
し
て
校

長
に
な
り
、
英
語
教
育
に
熱
心
に
情
熱

を
燃
や
し
て
お
ら
れ
る
綾
仁
校
長
で
あ

り
、
全
国
で
英
語
教
育
に
功
労
の
あ
っ

た
者
に
、
１
年
に
１
人
与
え
ら
れ
る
パ

ー
マ
賞
受
賞
者
の
橘
先
生
が
主
任
で
あ

る
。こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
は
二
度
と
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
数
日
の
う
ち
に
決
め
ね

ば
な
ら
な
い
。
旭
へ
行
け
ば
決
し
て
後

悔
は
し
な
い
…
」
と
、
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
背
広
も
用
意

し
て
い
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
ほ
と
ん

ど
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
約
束
の
日
時

に
、
学
生
服
の
ま
ま
城
東
工
業
の
仮
職

員
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

綾
仁
・
橘
両
先
生
に
暖
か
く
迎
え
ら

れ
、話
し
終
わ
っ
て
出
て
く
る
時
に
は
、

も
う
旭
高
校
の
先
生
に
な
っ
た
気
分
で

し
た
。
そ
の
時
見
か
け
た
一
期
生
の
女

生
徒
の
制
服
が
、
ま
ぶ
し
か
っ
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

着着
任任
しし
たた
旭旭
高高
校校
のの
感感
想想
はは
？？

学
校
出
た
て
の
私
に
と
っ
て
は
、
年

令
差
が
あ
ま
り
な
い
生
徒
に
好
き
な
英

語
を
教
え
る
こ
と
は
、
新
鮮
で
わ
く
わ

く
す
る
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。
教
師
に

と
っ
て
時
代
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
特
に
旭
の
生
徒
は
、
素
直
で
行
儀

が
よ
く
、
授
業
中
反
抗
的
な
態
度
に
よ

っ
て
、
嫌
な
思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
護
者

の
方
も
先
生
を
大
事
に
し
て
く
れ
る
、

同
じ
学
区
で
も
特
殊
な
地
域
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

よ
い
こ
と
ず
く
め
で
日
々
が
過
ぎ
去

っ
て
数
年
後
、
あ
る
１
ク
ラ
ス
を
特
別

受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
旧
制

中
学
時
代
の
宗
本
先
生
の

"Q
u
estion

&
A
n
sw
er
M
eth
od
"

で
授
業
を
し
た

と
こ
ろ
、
驚
く
よ
う
な
反
応
が
あ
り
ま

し
た
。
旭
も
年
々
よ
く
な
っ
て
き
た
ん

だ
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
そ
の
年
の
秋
、

旭
で
英
語
研
究
公
開
授
業
が
も
た
れ
ま

し
た
。
当
時
、
受
験
英
語
の
大
御
所
、

東
京
文
理
科
大
学
青
木
常
雄
教
授
が
み

え
て
い
ま
し
た
。
研
究
公
開
授
業
を
無

事
終
え
、
青
木
先
生
の
講
評
に
「
○
○

よ
し
、
○
○
よ
し
、
快
刀
乱
麻
を
断
つ

授
業
…
…
」
と
聞
き
な
れ
ぬ
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
が
、
相
当
誉
め
ら
れ
て
い
る

ら
し
い
こ
と
は
、
わ
か
り
ま
し
た
。
綾

仁
先
生
・
橘
先
生
に
も
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
ま
も
な
く
、
綾
仁

校
長
と
府
高
校
教
組
の
対
立
が
激
し
く

な
り
、
恩
人
に
弓
引
く
身
と
な
っ
た
私

は
、
先
生
が
学
校
を
去
ら
れ
、
亡
く
な

ら
れ
る
ま
で
、
冷
た
い
関
係
の
ま
ま
だ

っ
た
こ
と
を
寂
し
く
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

先先
生生
のの
人人
生生
のの

心心
のの
よよ
りり
どど
ここ
ろろ
はは
？？

天
地
創
造
の
初
め
か
ら
、
神
は
人
を

男
と
女
に
造
ら
れ
た
「
そ
れ
ゆ
え
に
人

は
父
母
を
離
れ
て
二
人
の
も
の
は
一
体

と
な
る
べ
き
で
あ
る
」

先
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
て
い
た

私
は
、
旭
の
先
生
に
な
っ
て
５
年
目
に

平
凡
な
見
合
い
を
し
て
、
ノ
ン
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
女
性
と
教
会
で
式
を
挙
げ
ま

し
た
。
２
年
後
、
私
の
望
ん
で
い
た
息

子
が
誕
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
早
産

の
た
め
生
ま
れ
出
た
子
は
脳
性
麻
痺
で

し
た
。
以
来
、
私
た
ち
二
人
に
と
っ
て

一
人
で
は
負
い
き
れ
な
い
重
荷
と
な
り

ま
し
た
。
神
経
質
な
私
が
沈
み
込
ん
だ

時
に
は
、
女
で
あ
る
妻
が
よ
く
持
ち
こ

た
え
て
く
れ
ま
し
た
。
試
練
と
共
に
逃

れ
る
道
を
も
そ
な
え
給
う
神
は
、
一
人

の
助
け
手
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
５
年
後
に
生
ま
れ
た
娘
で
す
。
健

康
で
快
活
で
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち

ゃ
ん
」
と
よ
く
世
話
を
し
て
、
私
た
ち

の
欠
け
た
と
こ
ろ
を
補
っ
て
く
れ
ま
し

た
。彼
女
は
ア
メ
リ
カ
人
と
結
婚
し
て
、

フ
ロ
リ
ダ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
晩
婚
と

流
産
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
諦
め
て
い
た

男
の
孫
が
最
後
の
最
後
に
あ
た
え
ら
れ

ま
し
た
。
思
え
ば
、
試
練
の
長
男
、
慰

め
の
長
女
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
た
び
に

牧
師
か
ら
聞
か
さ
れ
る

"a
sp
ecia

l

blessin
g
of
G
od
"

で
あ
る
孫
の
こ
と

な
ど
、
す
べ
て
神
の
摂
理
に
よ
る
も
の

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
家
の
１
週
間
は
、日
曜
日
の
朝
、

家
族
揃
っ
て
教
会
に
行
く
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
平
日
は
日
本
の
新
聞
と
英

語
の
新
聞
に
、
４
〜
５
時
間
か
け
、
畑

仕
事
。そ
れ
に
週
１
〜
２
回
の
テ
ニ
ス
。

年
１
回
ず
つ
、
２
週
間
ほ
ど
あ
ち
ら
と

こ
ち
ら
で
娘
の
家
族
と
過
ご
し
ま
す
。

"L
ast
b
u
t
n
o
t
least"

な
の
は
、

旭
の
同
窓
会
に
招
か
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
席
上
で
は
、
当
時
の
私
が
ま
っ
た

く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
生
徒
た
ち
と

の
思
い
出
話
を
聞
く
こ
と
で
、
過
去
の

人
生
を
何
度
も
生
き
て
、
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

Sophisticated Jazz Vox

SINCE 1990

おいしい食事とジャズライブ
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Tel:06━6342━5821/Fax:06━6342━5822

（５期生）

田 中 健 司（14期生）

大阪市鶴見区鶴見3丁目8-10 牲(06)6911-5646

田中米穀店です
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い ろ じ ろ パッパ（フリーダイヤル）

覚
え
て
い

覚
え
て
い

ま
す
か

ま
す
か

覚
え
て
い

ま
す
か

先
生
先
生

あの
この

恩
師
の
近
況
を
伝
え
る
こ
の
欄
も

３
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
旭

高
校
の
初
期
に
着
任
の
お
二
人
と
団

塊
の
世
代
が
入
学
時
に
着
任
の
お
一

人
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大 学大 学
45.88％

短大短大
10.33％

その他その他
5.33％

予備校予備校
21.33％

就職就職
0.77％

一般の一般の
専門学校専門学校
11.33％

医療系医療系
専門学校専門学校
5.33％

大 学
45.8％

短大
10.3％

その他
5.3％

予備校
21.3％

就職
0.7％

一般の
専門学校
11.3％

医療系
専門学校
5.3％

2004年度卒業生

進進進進 路路路路 状状状状 況況況況
●
四
年
制
大
学
合
格
状
況

◆
国
公
立
大
学
（
７
）

京
都
教
育
大
学
１

大
阪
外
国
語
大
学
１

大
阪
教
育
大
学
２

大
阪
市
立
大
学
１

大
阪
府
立
大
学
１

和
歌
山
大
学
１

◆
私
立
大
学
（
２
６
２
）

・
同
志
社
大
学
４

京
都
産
業
大
学
12

京
都
外
国
語
大
学
３

立
命
館
大
学
５

龍
谷
大
学
13

同
志
社
女
子
大
学
４

京
都
女
子
大
学
１

佛
教
大
学
１

他

・
関
西
大
学
21

関
西
外
国
語
大
学
13

近
畿
大
学
23

大
阪
工
業
大
学
７

摂
南
大
学
８

桃
山
学
院
大
学
13

他

・
関
西
学
院
大
学
２

甲
南
大
学
１

神
戸
学
院
大
学
２

武
庫
川
女
子
大
学
２

他
・
慶
應
義
塾
大
学
１

成
蹊
大
学
１

創
価
大
学
１

東
京
女
子
大
学
１

法
政
大
学
２

他

●
短
期
大
学
合
格
状
況

◆
短
期
大
学
（
78
）

関
西
外
国
語
短
大
20

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
８

常
磐
会
短
大
６

武
庫
川
女
子
短
大
11

梅
花
女
子
大
３

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
大
３

龍
谷
大
３

プ
ー
ル
学
院
短
大
１

●
専
門
学
校
合
格
状
況

◆
看
護
系
専
門
学
校
18

京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
１

大
阪
市
立
１

済
生
会
野
江
４

関
西
医
大
１

関
西
看
護
５

大
手
前
看
護
３

小
阪
看
護
２

他

◆
医
療
系
専
門
学
校
６

大
阪
歯
科
学
院
２

他

◆
一
般
系
専
門
学
校
36

通産省認定日本バンケット事業協同組合加盟
（有）パーティープロダクション

ジュン
（松 田 とよ子）（14期生）

代表取締役 中 山 かおる

〒543-0012 大阪市天王寺区空堀町4-17
ネオコーポ真田山公園602号

代表 TEL（06）6762-5233
FAX（06）6765-7668

みずほパートナーズ
法律事務所
岩増 利晴（23期生）

大阪市北区堂島1丁目1番25号 新山本ビル5階
TEL 06－6442－0167 FAX 06－6442－0703

E-mail iwasaki@mizuho-law.jp
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石
井

恵
生

し

げ

お

先
生

社
会
科（
地
理
）教
諭

１
９
６
３
年
４
月

着
任

１
９
７
３
年
３
月

離
任

高
槻
南
高
校
・
山
田
高
校
を
経

２
０
０
１
年
４
月
か
ら
千
里
金

蘭
大
学
・
千
里
金
蘭
短
期
大
学

の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
監
督
・
教

務
部
入
試
広
報
課
顧
問
就
任

旭旭
高高
校校
へへ
はは
？？

旭
に
は
、
団
塊
の
世
代
が
高
校
進
学

す
る
年
に
着
任
し
ま
し
た
。新
卒
の
年
、

高
校
教
諭
に
な
れ
ず
、
や
む
な
く
豊
中

三
中
に
行
き
、「
中
学
も
お
も
し
ろ
い

も
ん
だ
な
ぁ
」と
思
い
始
め
た
６
月
に
、

高
校
の
先
生
に
な
れ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
翌
年
、
一
緒
に
旭
に
来
た
の

は
、
伊
藤
・
大
西
・
佐
伯
・
中
山
先
生

た
ち
で
す
。
前
後
に
大
窪
・
小
川
な
ど

若
い
先
生
が
多
か
っ
た
な
ぁ
。
亡
く
な

ら
れ
た
伊
藤
先
生
と
は
何
か
に
つ
け
て

ご
一
緒
し
た
も
の
で
す
。

旭旭
当当
時時
のの
想想
いい
でで
はは
？？

軟
式
テ
ニ
ス
で
す
。
旭
の
10
年
間
の

顧
問
生
活
が
、
そ
の
後
の
人
生
に
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
か
ら
。
つ
ぎ
に
赴
任

し
た
高
槻
南
高
校
開
校
の
立
ち
上
げ
か

ら
関
わ
り
、
テ
ニ
ス
部
を
創
設
し
た
こ

と
や
、
山
田
高
校
時
代
に
は
、
大
阪
高

体
連
委
員
長
や
「
な
み
は
や
国
体
」
の

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
の
運
営
や
選
手
の

お
世
話
を
し
た
経
験
が
、
今
の
大
学
顧

問
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
か
な
。

旭旭
のの
テテ
ニニ
スス
部部
はは

当
時
、
テ
ニ
ス
競
技
は
人
気
種
目
で

多
く
の
部
員
が
い
ま
し
た
。
終
礼
の
チ

ャ
イ
ム
が
鳴
る
と
、
竹
箒
を
持
っ
て
コ

ー
ト
へ
行
き
、
部
員
の
来
る
の
を
待
ち

う
け
、「
俺
よ
り
遅
い
や
つ
は
練
習
さ

せ
な
い
」
と
。
教
室
の
掃
除
も
せ
ず
み

ん
な
必
死
で
コ
ー
ト
に
来
た
も
の
で

す
。
下
校
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
生
徒
指

導
の
先
生
が
来
て
も
練
習
を
止
め
な
い

…
…
…
。
生
徒
か
ら
は
「
ど
う
し
て
掃

除
が
で
き
な
い
ん
で
す
か
」
と
。

ジジ
ョョ
ーー
ジジ
・・
チチ
ャャ
キキ
リリ
スス
似似
とと
いい
わわ

れれ
たた
風風
貌貌
かか
らら
、、
竹竹
箒箒
はは
想想
像像
がが
でで

きき
まま
せせ
んん
がが
……
！！

で
も
、
生
徒
た
ち
の
が
ん
ば
り
で
、

１
９
７
０
年
府
大
会
で
強
豪
明
星
を

破
り
全
国
大
会
に
出
場
し
、
団
体
戦

４
位
入
賞
。
翌
１
９
７
１
年
、
大
阪

府
代
表
と
し
て
出
場
し
た
和
歌
山
国

体
で
は
個
人
戦
３
位
入
賞
。
１
９
７
２

年
に
は
男
女
と
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
翌
年
、
転

任
し
ま
し
た
が
、
先
輩
の
い
な
い
高

槻
南
テ
ニ
ス
部
へ
、
当
時
の
教
え
子

た
ち
が
コ
ー
チ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
う
ち
に
も
よ
く
遊
び
に
来

た
も
の
で
す
。

男
子
テ
ニ
ス
部
が
初
め
て
校
外
合
宿

し
た
の
は
、
た
し
か
１
９
６
７
年
。
紆

余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、

合
宿
と
い
え
ば
校
内
合
宿
だ
っ
た
か

ら
。
そ
の
後
、
女
子
も
校
外
合
宿
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

教教
員員
生生
活活
でで
はは
？？

38
年
間
の
教
員
生
活
は
テ
ニ
ス
だ
け

で
は
な
い
で
す
よ
。
授
業
の
持
ち
方
も

工
夫
し
ま
し
た
か
ら
。
例
え
ば
、
テ
ー

マ
ご
と
に
研
究
発
表
を
模
造
紙
で
発
表

す
る
ス
タ
イ
ル
は
、
当
時
と
し
て
は
斬

新
で
、
生
徒
か
ら
も
好
評
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
と
ち
ょ
っ
と
し
た
○
○

は
、
最
初
に
教
え
た
豊
中
三
中
か
ら
、

最
後
の
山
田
高
校
ま
で
の
、
全
教
え
子

の
感
想
文
が
取
っ
て
あ
る
こ
と
。
学
年

末
の
最
後
の
授
業
で
生
徒
に
か
か
せ
た

も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
私
の
宝
物
で
す
。

定
年
後
は
、
テ
ニ
ス
の
縁
で
千
里
金
蘭

大
学
・
同
短
期
大
学
に
招
聘
さ
れ
、
テ

ニ
ス
部
監
督
と
入
試
広
報
課
の
顧
問
を

し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
テ
ニ
ス
と
は

縁
が
切
れ
ま
せ
ん
な
。

今
も
テ
ニ
ス
生
活
で
、
日
焼
け
し
た

お
顔
の
石
井
先
生
。
石
井
先
生
と
い
え

ば
、
初
め
て
授
業
に
来
ら
れ
た
時
。
大

き
な
字
で
、
石
井
恵
生
と
板
書
し
て
、

「
な
ん
と
読
む
か
、
わ
か
る
か
？
」
が
、

第
一
声
で
し
た
。
大
学
ま
で
正
し
く
読

ん
で
も
ら
え
た
こ
と
は
な
い
と
か
。

布
目（
現
前
島
）幸
子
先
生

１
９
５
８
年
４
月

着
任

１
９
６
１
年
３
月

離
任

初初
めめ
まま
しし
てて
。。
今今
日日
はは
、、
６６
期期
生生
のの

方方
にに
おお
話話
をを
伺伺
うう
おお
手手
伝伝
いい
をを
おお
願願

いい
しし
たた
のの
でで
すす
がが
。。

６
期
生
（
３
の
２
）
は
、
私
の
教
師

生
活
で
唯
一
担
任
を
し
た
子
た
ち
で

す
。
結
婚
を
機
に
退
職
し
た
の
で
、
前

任
校
の
中
学
と
旭
高
校
の
２
校
し
か
、

教
え
子
は
い
な
い
の
よ
。
だ
か
ら
今
も

当
時
の
人
た
ち
と
は
、
交
流
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
家
に
引
っ
越
す
時
も
手
伝
い

に
来
て
く
れ
た
し
、
日
踊
の
会
の
時
は

子
守
り
を
し
て
も
ら
っ
た
子
も
…
。

酷
い
車
酔
い
で
、
小
中
学
校
の
修
学

旅
行
を
経
験
し
て
い
な
い
生
徒
を
「
修

学
旅
行
に
…
」
と
連
れ
出
し
た
。
京
都

に
着
く
や
着
か
ず
で
酔
う
。
躊
躇
す
る

先
生
方
を
尻
目
に
「
連
れ
て
行
き
ま
す
」

と
宣
言
。
富
士
登
山
バ
ス
の
車
中
は
細

川
先
生
に
バ
ケ
ツ
ご
と
抱
え
ら
れ
る
よ

う
に
昇
っ
た
。
酔
っ
た
が
、
そ
の
後
つ

き
物
が
落
ち
た
よ
う
に
酔
わ
な
く
な
り
、

楽
し
い
旅
行
を
続
け
る
事
が
で
き
た
。

６
期
生
の
一
人
は
語
る
。

おお
話話
しし
振振
りり
かか
らら
、、
関関
西西
出出
身身
でで
はは

なな
いい
よよ
うう
でで
すす
がが
？？

広
島
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現
広
島

大
学
）
出
身
で
す
。
実
家
が
山
口
の
長

府
で
し
た
の
で
、
下
宿
を
し
て
い
ま
し

た
。
ル
ー
ム
メ
イ
ト
が
デ
ー
ト
で
ダ
ン

ス
へ
行
っ
て
ま
し
た
か
ら
、
私
は
子
ど

も
の
頃
に
習
っ
て
い
た
日
本
舞
踊
を
す

る
こ
と
に
し
た
の
（
笑
う
）。

卒
業
後
は
、
阪
大
の
微
生
物
研
究
所

に
就
職
を
勧
め
ら
れ
た
け
ど
、
給
料
が

出
な
い
っ
て
言
う
で
し
ょ
。
断
念
し
ま

し
た
（
両
親
が
既
に
亡
く
な
っ
て
お
り

ま
し
た
の
で
）。
教
師
は
女
も
男
も

（
給
料
）
同
額
も
ら
え
た
か
ら
。
夜
は

近
畿
大
学
に
通
い
、
昼
は
近
大
近
く
の

中
学
校
の
教
師
を
し
ま
し
た
。
中
学
の

免
許
も
取
っ
て
お
け
ば
と
助
言
さ
れ

て
、
中
学
免
許
を
持
っ
て
い
た
の
が
幸

い
し
ま
し
た
。
大
学
の
講
師
は
阪
大
や

市
大
の
先
生
で
し
た
。
そ
の
先
生
方
が

昼
の
講
義
を
し
て
お
ら
れ
る
時
に
は
聴

講
に
も
行
き
ま
し
た
。

当当
時時
、、
大大
学学
にに
進進
まま
れれ
るる
のの
はは
珍珍
しし

かか
っっ
たた
でで
すす
ねね
。。

家
庭
環
境
で
し
ょ
う
か
。
父
が
京
大

１
期
生
、母
も
女
専
家
政
科
出
身
。大
学

へ
行
く
の
が
当
た
り
前
の
家
で
兄
弟
姉

妹
７
人
全
員
が
大
学
へ
進
み
ま
し
た
。

女
学
校
の
時
、
科
学
部
に
い
て
、
指

導
教
官
が
と
て
も
ハ
ン
サ
ム
だ
っ
た

の
。
あ
る
と
き
、
物
理
の
テ
ス
ト
で
85

点
を
取
る
と
、
君
ら
し
く
な
い
、
と
言

わ
れ
て
、
そ
れ
以
来
100
点
を
取
る
こ
と

に
し
た
の
。

疑
問
を
追
及
す
る
姿
勢
は
、
ず
っ
と

続
く
。
阪
急
北
千
里
線
が
カ
ー
ブ
の
多

い
こ
と
に
気
付
き
、
電
車
に
乗
る
た
び

に
先
頭
車
両
に
乗
り
、
記
録
を
つ
け
て

分
析
し
た
り
、
庭
の
草
引
き
を
し
て
い

て
も
構
造
式
に
見
え
た
と
い
う
。

旭旭
時時
代代
のの
想想
いい
でで
はは
？？

化
学
だ
け
を
教
え
た
か
っ
た
の
に
、

物
理
の
教
員
免
許
も
持
っ
て
い
た
の

で
、物
理
を
教
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

坂
本
先
生
・
村
上
先
生
と
で
教
科
担
任

を
す
る
わ
け
。
関
西
学
校
気
象
研
究
会

に
所
属
し
、幹
事
長
に
も
な
り
ま
し
た
。

物
理
教
室
や
実
験
室
の
案
内
役
も
よ
く

廻
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
と
き
は
、
府

の
研
究
授
業
を
坂
本
先
生
が
ね
、「
僕

が
手
伝
う
か
ら
や
っ
て
下
さ
い
」
と
い

わ
れ
て
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当

日
、
大
勢
の
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
に
、
授
業
が
始
ま
れ
ば
一
人
で
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
。
で
も
、

坂
本
先
生
は
「
使
い
た
い
機
械
が
あ
れ

ば
注
文
し
な
さ
い
」
と
京
橋
の
ガ
ラ
ス

会
社
に
機
械
を
注
文
し
て
く
だ
さ
っ
た

し
、
当
日
は
教
室
の
机
も
拭
い
て
く
だ

さ
っ
た
の
。

先
生
の
物
理
の
授
業
は
ユ
ニ
ー
ク
だ

っ
た
。
家
庭
に
入
っ
て
も
役
立
つ
授
業

を
と
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
つ
な
ぎ
方
を
教
え

た
り
、「
線
を
横
に
１
本
引
く
時
は
、
息

を
止
め
て
…
。
そ
う
す
る
と
き
れ
い
な

線
が
ひ
け
る
」
と
「
ど
こ
ま
で
引
く
ん

で
す
か
。
息
、
せ
ー
へ
ん
か
っ
た
ら
死

ん
で
し
ま
い
ま
す
や
ん
」
と
笑
い
話
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

結結
婚婚
後後
、、
退退
職職
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
。。

好
き
だ
と
い
う
人
も
好
き
な
人
も
い

た
の
で
す
が
、
友
人
が
見
合
い
な
る
も

の
を
１
度
は
…
と
い
う
の
で
見
合
い
を

し
た
と
こ
ろ
、
結
婚
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。退
職
は
夫
の
希
望
で
す
。今
に
な

っ
て
、友
人
の
退
職
金
の
額
を
聞
き
、ち

ょ
っ
ぴ
り
残
念
に
思
っ
た
こ
と
も
（
笑

い
）。で
も
、家
事
や
子
育
て
が
新
鮮
で
、

退
職
し
た
事
を
後
悔
し
て
い
ま
せ
ん
。

子子
育育
てて
はは
どど
のの
よよ
うう
にに
？？

子
ど
も
が
小
さ
い
時
は
、
ご
近
所
の

方
４
軒
と
子
ど
も
を
預
け
あ
っ
て
、
自

由
な
時
間
を
作
り
出
し
ま
し
た
。
親
２

人
が
子
を
預
か
り
、
後
の
２
人
は
子
ど

も
か
ら
開
放
さ
れ
た
の
。
一
人
が
病
気

に
な
っ
た
時
も
、
皆
で
支
え
あ
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
、
４
人
の
母
の
指

導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
一
人
で
子
育
て

す
る
と
１
つ
の
方
向
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
で
し
ょ
う
。

朝
も
、
遅
刻
し
て
困
る
の
は
あ
な
た

た
ち
と
い
え
ば
、
二
人
で
協
力
し
て
起

き
て
い
た
し
、上
の
子
が
卒
業
し
た
後
、

下
の
娘
と
話
し
あ
う
と
、
自
分
で
お
弁

当
を
作
る
と
い
い
だ
し
、
作
っ
て
い
ま

し
た
。
私
の
よ
り
き
れ
い
に
、
カ
ラ
フ

ル
に
ね
。

だ
か
ら
、
家
事
も
子
育
て
も
面
白
く

て
学
校
へ
行
き
た
い
と
お
も
わ
な
か
っ

た
の
。
た
だ
、
１
年
だ
け
、
大
学
の
後

輩
に
頼
ま
れ
、
高
校
の
講
師
を
し
ま
し

た
。
続
け
て
と
お
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
け
ど
、
や
は
り
夫
の
反
対
で
断
念

し
ま
し
た
。

腰
を
痛
め
て
お
ら
れ
る
先
生
は
、
た

ず
ね
て
き
た
人
を
こ
き
使
う
の
と
お
っ

し
ゃ
る
が
、
誰
で
も
す
ぐ
わ
か
る
よ
う

に
、
応
接
間
も
台
所
も
ロ
ジ
カ
ル
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
た
。

最最
近近
のの
先先
生生
のの
日日
常常
はは
？？

こ
の
年
に
な
る
と
、
い
く
つ
か
の
病

院
に
通
っ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
彫
り
・
木

彫
り
・
彫
金
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
と
、

し
て
い
ま
し
た
が
…
。
通
院
も
発
見
の

場
で
す
。１
つ
ず
つ
発
見
す
る
面
白
さ
、

疑
問
は
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
。
時

に
は
先
生
の
ほ
う
が
、
今
日
は
聞
く
こ

と
が
な
い
の
？
っ
て
。

夢
は
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
事
。
も
し
、

結
婚
せ
ず
に
教
員
を
続
け
て
い
た
ら
ア

メ
リ
カ
へ
行
っ
て
た
で
し
ょ
う
と
語
る

先
生
。
給
与
が
３
倍
の
九
州
の
研
究
所

よ
り
、
都
会
に
出
た
か
っ
た
と
い
う
先

生
。
勤
め
て
い
た
と
き
に
運
転
免
許
を

取
得
し
て
い
た
と
い
う
先
生
。
進
取
の

気
性
と
興
味
と
関
心
の
高
さ
は
、
今
も

健
在
だ
っ
た
。
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